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今回は、北海道大学で研究を実施されている山羽教授にお話を伺いました。先生は魚類の発生工学で先進的
な研究をされており、そのご活躍は日本経済新聞等でも紹介されています。本ユーザーボイスでは、先生の
ご研究やお考えに関して教えて頂きました。

北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター
七飯淡水実験所 所長
山羽悦郎 教授

使用機種
セルソーターSH800S

主な用途
「接ぎ木」の発想を魚類に適用した発生工学的研究

「接ぎ木」の発想を魚類に適用した発生工学的研究

実験所で飼育されているチョウザメ

― 先生が目指されている研究のゴールはどういう
ものでしょうか？
植物では倍数体とか花粉培養とか色々な方法で品種
改良をされていますよね。これを動物、特に魚類に
応用できないか、と考えて研究しています。
「桃栗三年柿八年」ということわざがありますが、
これは種から考えた時の話でして、実際は甘柿の枝
を渋柿の根に「接ぎ木」すると、8年もかからずに
甘柿を食べることができます。
「接ぎ木」は柿のほかに、リンゴやキュウリ、メロ
ンなど色々な果物と野菜などで利用されている方法
ですが、これは生物学的にはキメラを作っているこ
とになります。異なる種を組み合わせて、一つの個
体を形成させることで産業的に有利な戦略をとるこ
とができます。
例えば、メロンは病気に弱いのでカボチャに接いで
病気に強くする、という戦略が取られていますし、
リンゴの場合は矮小台木という台木に接ぎ木をする
ことで、単位面積あたりの収穫量を増やしたり、農
家の作業負担を減らす工夫をしています。その他、

果実の糖度の上昇、酸性土壌への適応など、多くの
産業的優位性の獲得を目標として、接ぎ木繁殖が植
物では実施されています。
魚類での品種改良は、できていなくはないのですが
時間がかかるし場所も必要です。魚類でも、優良な
品種を作りたいと思っていますが、時間がかかるの
が問題であり、いかに時間を短縮することができる
か、を考えてきました。
「接ぎ木」は園芸・農業用語ですが、このような種
苗生産の戦略を魚類に適用することができれば、色
々な応用が考えられます。例えば、世界三大珍味の
キャビアはオオチョウザメの卵ですが、オオチョウ
ザメが成体になって抱卵するまでは10年以上かかり
ます。キャビアが貴重な所以ですね。そこで、成長
は早いが（三年程度）、小粒の卵しか産まない養殖
種のコチョウザメを宿主として、オオチョウザメの
生殖細胞を持つキメラを作成することができれば早
い時期に大粒のキャビアができることになります。
植物の「接ぎ木」と同じ発想です。
また、病気に弱い系統の魚類がいれば、病気に強い
系統にその卵を産ますことによって親魚を維持する
ことができ、種の多様性を守ることができます。
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